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■研究の背景

ヨーロッパでは、農業機械用に定められた通信の国際規格 ISOBUS(ISO-11783)を採用した農業
機械が普及しつつあります。この規格は車載系のネットワークである CAN(Controller Area
Network)ベースの通信を行い、メーカを問わずトラクタと農業機械を接続して相互に通信制御可
能とするものです。日本のトラクタメーカにおいてもこの国際規格に対応し始めました。そのた

め、道内農業機械メーカに対する本規格の普及を促進するために、ポテトハーベスタにおいて、

国際規格を活用した通信制御システムを開発し、有効性を検証しました。

■研究の要点

１．GPSから得られる車速を国際規格の仕様に変換する車速センサの開発
２．液晶操作端末と ECU（電子制御装置）間で国際規格に対応した通信を行うポテトハーベス
タ制御装置の開発

３．実際の圃場における車速センサと制御装置などから構成されるポテトハーベスタ通信制御シ

ステムの機能評価

■研究の成果

１．GPS から得られる車速を国際規格の仕様に変換する車速センサを開発しました。このセンサ
は CAN送信可能な車速センサとして農作業機以外にも適用可能です。

２．液晶操作端末と ECU 間で国際規格に対応した通信を行う制御装置の開発により、省線化に
よるコスト低減と、液晶操作端末による操作性向上を図りました。

３．通信をモニタすることにより、実際の圃場における通信制御システムの稼働状態の記録が容

易になり、機器の制御状態の分析が可能になりました。

４．通信制御システムの開発により、操作性向上など様々な利点があることを実証できました。

ポテトハーベスタの制御装置 圃場での機能評価

国際規格を活用した農業機械の通信制御システムの開発


